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30)  牧野輝彦．ガイドラインに基づいた蕁麻疹診療．皮膚疾患学術講演会（講演）；2013 Jul 4；富山． 
31)  原 寛，牧野輝彦，松井恒太郎，竹上與志昌，古賀浩嗣，福田俊平，石井文人，橋本 隆，清水忠道．好中球優位

の細胞浸潤を認めた水疱性類天疱瘡の 2 例．第 9 回加齢皮膚医学研究会；2013 Jul 6-7；宇部． 
32)  吉久陽子，竹上與志昌，近藤 隆，清水忠道．皮膚表皮細胞において HSP70 が UVB 誘導アポトーシスに及ぼす影

響．第 9 回加齢皮膚医学研究会；2013 Jul 6-7；宇部． 
33)  森 直哉，牧野輝彦，松井恒太郎，竹上與志昌，村山翔太郎，清水忠道．UVA rush hardening therapy が奏功した日光

蕁麻疹の 1 例．第 35 回日本光医学・光生物学会；2013 Jul 12-13；浜松． 
34)  清水忠道．知っておきたい日本人が発見した皮膚疾患－国際認知度について－（特別講演）．第 5 回上越皮膚科セミ

ナー；2013 Jul 20；上越． 
35)  村山翔太郎．IVL 疑いでランダム生検を施行した症例の転帰について．Dermatologic Clinical Conference in Toyama；

2013 Aug 1；富山． 
36)  関 友里．当科で加療した足趾潰瘍症例の診断と病態．Dermatologic Clinical Conference in Toyama；2013 Aug 1；富

山． 
37)  森 直哉．当科を受診した「あから顔」症例の検討．Dermatologic Clinical Conference in Toyama；2013 Aug 1；富山． 
38)  牧野輝彦．当科におけるステラーラの使用経験．Dermatologic Clinical Conference in Toyama；2013 Aug 1；富山． 
39)  竹上與志昌，牧野輝彦，松井恒太郎，清水忠道．慢性腎不全の悪性黒色腫患者におけるダカルバジンの体内動態の

検討．第 29 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会；2013 Aug 9-10；甲府． 
40)  牧野輝彦，竹上與志昌，松井恒太郎，清水忠道．腫瘍細胞の FACS 解析が診断に有用であった blastic plasmacytoid 

dendritic cell neoplasm．第 29 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会；2013 Aug 9-10；甲府． 
41)  清水忠道．アレルギー性皮膚疾患と漢方薬．第 18 回夏期セミナー・漢方薬の臨床と基礎（講演）2013 Aug 22；富

山． 
42)  関 友里，牧野輝彦，清水忠道．コクサッキーA6 ウイルスによる手足口病の病理組織学的検討．第 21 回北陸ウイ

ルス研究会；2013 Sep 14；金沢． 
43)  村山翔太郎，三澤 恵，牧野輝彦，乗杉 理，山腰高子，清水忠道．色素性痒疹の 2 例．第 439 回日本皮膚科学会

北陸地方会；2013 Sep 8；富山． 
44)  上田智恵子，牧野輝彦，松井恒太郎，竹上與志昌，関 友里，清水忠道．プレミネントによる光線過敏型薬疹の組

織学的検討．第 439 回日本皮膚科学会北陸地方会；2013 Sep 8；富山． 
45)  牧野輝彦．悪性腫瘍と皮膚．上越皮膚疾患セミナー；2013 Oct 5；上越． 
46)  清水忠道．ここまでわかったアトピー性皮膚炎－漢方薬の使用とエビデンス－．第 39 回日本東洋医学会北陸支部例

会（特別講演）；2013 Oct 20；富山． 
47)  清水忠道．Quality Indicator 成人でみられる光線過敏症診断と治療の「医療の質」を測る．第 64 回日本皮膚科学会中

部支部学術大会（講演）；2013 Nov 2-3；名古屋． 
48)  山腰高子，松井恒太郎，清水忠道．筋強直性ジストロフィーに合併した多発性石灰化上皮腫の一例．第 64 回日本皮

膚科学会中部支部学術大会；2013 Nov 2-3；名古屋． 
49)  松井恒太郎，森 直哉，上田智恵子，竹上與志昌，牧野輝彦，清水忠道．胆嚢転移をきたした頚部の巨大悪性黒色

腫．第 64 回日本皮膚科学会中部支部学術大会；2013 Nov 2-3；名古屋． 
50)  関 友里，牧野輝彦，原 寛，竹上與志昌，松井恒太郎，清水忠道．紫外線曝露により増悪した紅斑性天疱瘡の 2

例．第 64 回日本皮膚科学会中部支部学術大会；2013 Nov 2-3；名古屋． 
51)  乗杉 理．Quality Indicator シミ・母斑，母斑症に対するレーザー治療について「医療の質」を考える．第 64 回日本

皮膚科学会中部支部学術大会（講演）；2013 Nov 2-3；名古屋． 
52)  牧野輝彦．Quality Indicator 遺伝性疾患－遺伝子検査と遺伝カウンセリング－．第 64 回日本皮膚科学会中部支部学

術大会（講演）；2013 Nov 2-3；名古屋． 
53)  三澤 恵，乗杉 理，清水教子，山腰高子，清水忠道．疣贅状表皮発育異常症に生じた多発 Bowen 病に対する治療

経験．第 34 回日本レーザー医学会；2013 Nov 9-10；東京． 
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54)  山腰高子，乗杉 理，三澤 恵，清水忠道．皮膚アミロイドーシスに対するフラクショナルレーザーの治療効果．

第 34 回日本レーザー医学会；2013 Nov 9-10；東京． 
55)  原 寛．虫による皮膚炎や動物などの生き物に咬まれた時の対処法．いい皮膚の日講演会（教育講演）；2013 Nov 10；

富山． 
56)  三澤 恵．当院におけるインフリキシマブの使用経験．Dermatology Biologics Seminar（講演）；2013 Nov 21；富山． 
57)  清水忠道．蕁麻疹の不思議．第 7 回桜山・千種・城北ひふ科の会（特別講演）；2013 Nov 16；名古屋． 
58)  上田智恵子，牧野輝彦，三澤 恵，清水忠道．発汗が発症に関与することが示された遠心性丘疹性紅斑の 2 例．第

63 回日本アレルギー学会秋季学術大会；2013 Nov 28-30；東京． 
59)  長田夕佳，吉久陽子，清水忠道．花粉誘導眼瞼周囲皮膚炎に対するマクロファージ遊走阻止因子（MIF）の役割．

第 63 回日本アレルギー学会秋季学術大会；2013 Nov 28-30；東京． 
60)  三澤 恵，牧野輝彦，上田智恵子，原 寛，清水教子，松井恒太郎，清水忠道．肝障害を伴い長期の経過をたどっ

た急性汎発性発疹性膿疱症．第 43 回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会；2013 Nov 29-Dec 1；金沢． 
61)  乗杉 理，北原英幸，上田智恵子，清水教子，三澤 恵，吉久陽子，野上達也，嶋田 豊，清水忠道．末梢血単核

球サイトカイン mRNA 発現を用いて診断した桂枝茯苓丸料で生じた薬疹．第 43 回日本皮膚アレルギー・接触皮膚

炎学会；2013 Nov 29-Dec 1；金沢． 
62)  上田智恵子，牧野輝彦，樋口 収，足立雄一，清水忠道．塩化リゾチームによる小児急性汎発性発疹性膿疱症の 1

例．第 440 回日本皮膚科学会北陸地方会；2013 Dec 8；金沢． 
63)  清水教子，牧野輝彦，上田智恵子，竹上與志昌，松井恒太郎，三澤 恵，清水忠道．Pigmentary mosaicism 患者の脱

色素斑における発汗低下．第 440 回日本皮膚科学会北陸地方会；2013 Dec 8；金沢． 
64)  清水忠道．アトピー性皮膚炎と眼疾患－炎症性サイトカイン MIF との関連－．第 2 回眼と全身疾患セミナー in 札

幌（特別講演）；2013 Dec 18；札幌． 

 
◆ その他 
1)  Seki Y, Makino T, Ueda C, Takegami Y, Matsui K, Shimizu T. A case of photosensitive mycosis fungoides. Proc 34th Annual 

Meeting Jpn Soc Photomed Photobiol. 2012;34:21-2. (published 2013 Jan) 
2)  Yoshihisa Y, Hassan MA, Furusawa Y, Kondo T, Shimizu T. Effects of a HSP70 inducer, alkannin on apoptosis in 

UVB-exposed HaCaT cells. Proc 34th Annual Meeting Jpn Soc Photomed Photobiol. 2012;34:43-4. (published 2013 Jan) 
3)  山口昌樹，清水忠道，牧野輝彦（発明者）．国立大学法人富山大学（特許権者）．特許取得「皮膚カテプシンの分析

方法，皮膚の光ストレスの判定方法およびそのためのキット」．特許第 5234453 号．2013 Apr 5． 
4)  清水忠道．最新の皮膚科レーザー治療の現状．第 3 回医薬工連携プラズマ・電磁波治療機器開発研究会；2013 Jan 21；

富山． 
5)  清水忠道．皮膚科医にとっての漢方薬とエビデンス．アトピー性皮膚炎に奏効し特に苔癬化症例に著効を示す桂枝

茯苓丸．Kampo Square．2013 Sep 11：199． 
6)  富山大学皮膚科学教室「80 大学 わが教室じまん」．川島 眞総監修．2013：82-3． 
7)  乗杉 理．病院の実力「皮膚の病気」富山編 60．読売新聞．2013 Jan 6． 
8)  松井恒太郎．「病気のシグナルⅡ」野外のやけど．北日本新聞．2013 Apr 3． 
9)  清水忠道．アレルギー性皮膚疾患と漢方薬．富山大学和漢医薬学総合研究所第 18 回夏期セミナー「漢方薬の臨床と

基礎」プログラム記録集．2013：20-4． 
10)  新村哲夫，田中朋子，金木 潤，山腰高子，松永憲治，清水忠道，立瀬剛志，立浪 勝，鏡森定信．長期・継続的

な海洋深層水運動浴の皮膚状態に及ぼす影響－クロスオーバー試験による検討－．富山県衛生研究所年報．2013；
36：80-4. 

11)  新村哲夫，田中朋子，金木 潤，小林俊哉，山腰高子，松永憲治，清水忠道，立瀬剛志，立浪 勝，鏡森定信．長

期・継続的な海洋深層水運動浴によるメタボリック症候群対策と皮膚状態および QOL の改善の検討．富山県衛生研

究所年報．2012；35：105-10．（2012 年未掲載分） 
12)  清水忠道．成人アトピーに漢方．「病気のシグナルⅡ」北日本新聞．2012 Oct 10. (2012 年未掲載分) 
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	富山大学杉谷キャンパス研究活動一覧37輯 112
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